
鎌倉女子大学初等部

初等部だより 11月号 令和元年 10月 30日
第 ８ 号

あいさつ

部 長 勝木 茂

毎朝、正門付近から丸玄関、そして職員室
入口までの間に、十数人の初等部生とあいさ
つを交わします。笑顔で「おはようございま
す」、わたしと目が合って「部長先生おはよ
うございます」、振り向いた時に、わたしの
姿に気付いて「あっ、おはようございます」、
初等部グランドに早く遊びに行きたい気持ち
が勝って「おはよーざいます」もちろんわた
しの方からの「おはようございます」にこた
えて「おはようございます」という初等部生、
実に様々です。目線、顔の表情、声のトーン、
わずか１・２秒の間で、「今日は調子よさそ
うだな」「いつもと変わらず元気だな」「どう
したのかな」「心配事があるのかな」いろい
ろな心の内が何となく分かる気がします。
わたしは、毎朝、笑顔であいさつをしても

らうと元気が出ます。気持ちが落ち込んでい
る日も、初等部生の笑顔の「おはようござい
ます」で前向きな気持ちに切り替えることが
出来ることも多くあります。ずい分と長い間、
教育の仕事をして来ましたが、朝、子どもた
ちの笑顔のあいさつで、これまで何度も勇気
付けられ、元気付けられて来たことでしょう
か、改めてあいさつは凄いパワーをもってい
るなと感じます。
でも、中にはあいさつが返って来ない子も
います。様々理由があるのかも分かりません
が、あいさつは先ず、することが大切です。
１・２年生の頃はよくあいさつが出来ていた
のに、５・６年生になるとあいさつをしなく
なるという子もいます。あいさつは毎日、続
けることが大切で、習慣となるのがいちばん
良いと思います。
学校はよく社会の縮図と言われます。社会

は言うまでもなく人と人との関係で成り立っ
ています。ですから人とのコミュニケーショ
ンは不可欠です。これは、家族でも学校でも
同じです。人とのコミュニケーションのはじ
めの一歩はあいさつだと思います。おそらく
あいさつをしないで社会生活をするのは大変
なことだと思います。世界中、言葉は違って
いてもあいさつがあるのはそういう理由かも
知れません。

「おはようございます」だけでも、「グッド
モーニング：Good morning」（英語）、「ボンジ
ュール： Bonjour」（フランス語）、「アンニョ
ンハセヨ：･････」（韓国語）、「ブェノスディ
ーアス： Buenos Dias！」（スペイン語）・・
・・・、世界にはたくさんのあいさつがあり
ます。

もちろんあいさつは「おはようございます」
だけではありません。「こんにちは」「こんば
んは」「おやすみなさい」「いってきます」「た
だいま」「おかえりなさい」「いただきます」
「ごちそうさまでした」「はじめまして」「さ
ようなら」「しつれいします」「おねがいしま
す」「ありがとうございます」・・・・・実に
たくさんのあいさつがあります。一日の中だ
けでもたくさんのあいさつをしている気がし
ます。
わたしは、あいさつをする時に心がけてい

ることがいくつかあります（わたしだけでは
なく多くの人がやっていることですが・・
・）。先ずは、「笑顔で明るく」、次に「言葉
をはっきりと」、そして「相手の顔（目）を
見ながら」です。あいさつはコミュニケーシ
ョンですから、こちらの心の内が伝わること
が必要です。そのためには「相手の顔を見な
がら笑顔ではっきりと」あいさつすることが
大切になります。
気持ちの良いあいさつであふれる初等部に

なればと願っています。


